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序．「駿河湾港アクションプラン」推進計画策定の趣旨
序．１ 策定の⽬的
【「駿河湾港アクションプラン」推進計画とは・・】

「駿河湾港アクションプラン」推進計画は、平成２３年３月に策定した「駿河湾港アクションプラン」で定めた、駿河湾港３港（清水港、田子
の浦港、御前崎港）の連携（相互補完・機能分担）の考え方を踏まえ、港湾整備における連携策と、それに基づく３港の空間利用のある
べき姿をとりまとめるものである。

【策定の目的】
○県内産業の国内外における競争力を高め、県民生活の向上に資するため、駿河湾港を構成する３港の連携の効果を最大限に発揮
する各港の長期的整備構想を策定する。

【策定の内容】
■概ね２０～３０年後の駿河湾港のあるべき姿（将来ビジョン）の具体化
■概ね１０～１５年で実施する港湾施策（港湾計画素案）の策定

【策定の視点】
○県民の雇用と安全・安心な暮らしの維持を大前提とする
○県民生活・経済を支える海上交通拠点の形成
○連携と相互補完を明確にした施策展開
○港湾の管理・運営の効率化

「駿河湾港アクションプラン」推進計画の策定について

相互補完

機能分担

相互補完

機能分担

相互補完

機能分担

清水港

御前崎港 田子の浦港

各港個別の課題 駿河湾港としての課題

＜３港の連携で対応＞

清水港

御前崎港 田子の浦港

各港個別の課題 駿河湾港としての課題

＜３港の連携で対応＞

駿河湾港の姿

（駿河湾港アクションプランより）
■県民生活・経済を支える海上交通拠点の形成

■豊かなウォーターフロントを活用した臨海部交流
　拠点の創出

駿河湾港アクションプラン
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（平成23年3月策定）

アクションプランの実施
(アクションプラン推進計画)

必要に応じ港湾計画の改訂等

物流・産業

個別港湾ごとの
貨物需要予測

《目標年次がばらばら》

【従前】

駿河湾港としての
貨物需要予測

【今回】

駿河湾港の長期的視点に立った

空間利用のあるべき姿

アクションプランに示された方向性を３つの視点から具体化
短期・中期・長期の３段階で整理

防災・危機管理 交流・生活・環境
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序．２ 推進計画策定の進め⽅
【策定の進め方】

○学識経験者や関係業界団体、行政機関からなる『 「駿河湾港アクションプラン」推進計画検討委員会』において検討する。

○港湾ニーズを的確に捉え、３港の分担・連携を明確にするため、「物流・産業」、「防災・危機管理」、「交流・生活・環境」の機能ごとに
３部門に分けて検討を進める。

○なお、「物流・産業」部門のソフト施策（港湾利用）については、別途『静岡県港湾物流促進戦略推進委員会』において検討を進めてお
り、本推進計画策定にあたっては、その検討結果を適宜反映させるものである。

○委員会の下部組織として、部門ごとに「幹事会」を設置する。
○ＰＣ（パプリックコメント：Public Commnetの略称）等による港湾利用者や県民・市民からの意見聴取を予定

【策定フロー】

○策定フロー（開催スケジュール案）を次図に示す。
○推進計画は、平成２４年度・２５年度の２カ年にわたり、計５回の委員会の審議を経て、平成２５年度末に策定する。

「駿河湾港アクションプラン」推進計画検討委員会の組織体制

序．「駿河湾港アクションプラン」推進計画策定の趣旨序．「駿河湾港アクションプラン」推進計画策定の趣旨

静岡県港湾
物流促進戦略
推進委員会

幹事会「交流・生活・環境」部門

｢

駿
河
湾
港
ア
ク
シ
ョ

ン
プ
ラ
ン

｣

推
進
計
画
検
討
委
員
会

幹事会「物流・産業」部門

幹事会「防災・危機管理」部門

港
湾
利
用
者
・
県
民
・
市
民
の
意
見

検討区分 物流 産業 防災 危機管理 交流 ⽣活 環境

ハード
施策

アクションプラン
推進計画

検討委員会 アクションプラン
推進計画

検討委員会

アクションプラン
推進計画

検討委員会ソフト
施策

港湾物流促進
戦略推進委員会

部⾨別の検討対応委員会
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「駿河湾港アクションプラン」推進計画検討委員会 開催スケジュール（案）

序．「駿河湾港アクションプラン」推進計画策定の趣旨序．「駿河湾港アクションプラン」推進計画策定の趣旨

検討内容

第１回(7/27)
７月

第１回(9/19) 第１回
９月 ●駿河湾港の概要と果たしている役割

●我が国と駿河湾港を取り巻く環境変化

●駿河湾港周辺地域の現況

第２回(11/22) ●駿河湾港の課題
１１月

第２回
第２回(12/20) ●経済社会構造の長期展望

１２月 ●駿河湾港のポテンシャル
●駿河湾港の果たすべき役割と将来像
●基本方針と取組施策

第３回(3/19) 第３回(3/27) 第３回
３月 ●長期フレーム（貨物需要予測等）

●駿河湾港整備構想案の提示
（長期的な空間利用のあるべき姿）

第４回(12/19) 第４回
１２月 ●駿河湾港整備基本計画案の策定

（短・中・長期的対応の仕分け）

第５回 第５回
３月 ●駿河湾港整備基本計画案の報告

平
成
２
５
年
度

委員会

委員会

物流・産業 防災・危機管理 交流・生活・環境

委員会

港湾物流促進
戦略推進委員会

「駿河湾港アクションプラン」推進計画検討委員会

平
成
２
４
年
度

委員会

委員会

委員会委員会

委員会

【港湾利用】 【港湾整備】
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駿河湾港の現状と課題

駿河湾港の整備構想案１

駿河湾港整備基本計画案（短 中 ⻑期的対応 仕分 ）２

本資料 構成（⽬次）

駿河湾港の果たすべき役割と将来像／基本⽅針と取り組み施策

第１回委員会

第２回委員会

【第３回委員会以降 社会経済 主 変化】
■円安 進⾏ 貿易額 増加
■国⼟交通省 社会資本      元年 ⽼朽化  対策 ⻑寿命化  挑戦  公表
■⽥⼦ 浦港    ⽯炭 将来取扱量 増⼤ 動 （     需要  対応）
■「静岡県第４次地震被害想定」第⼀次・第⼆次報告の公表／静岡県地震・津波対策アクションプログラム2013の策定

●短期（概 ５年後） ： 実施中及び実施予定の施策
●中期（概 ５ １５年後） ： 次期港湾計画の施策案
●⻑期（概 １５ ３０年後） ： あるべき姿に向けての⽬標

駿河湾港の機能分担と連携のあり⽅／施策の展開イメージ 第３回委員会

55・・・・・・・・・

１－１ 整備構想の重点テーマ ・・・・・・・・・・・・ 13
１－２ 空間利⽤構想 ・・・・・・・・・・・・ 44
１－３ 駿河湾港の将来像 ・・・・・・・・・・・・ 48

２－１ 施策（整備プロジェクト）の⼀覧 ・・・・・・・・・・・・ 50
２－２ 機能別の整備プロジェクト実施計画案 ・・・・・・・・・・・・ 51
２－３ 駿河湾港整備基本計画案 ・・・・・・・・・・・・ 109

66・・・・・・・・・

99・・・・・・・・・

1313・・・・・・・・・

5050・・・・・・・・・
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（２）防災 危機管理 －安全 安⼼ 港      物流機能継続性 確保－

①産業活動維持及び緊急物資輸送のための港湾施設の拡充
②駿河湾港    危機管理体制 強化
③津波・⾼潮防災施設の強化・拡充
④⼤規模災害における広域⽀援への備えの強化
⑤震災後の災害廃棄物（がれき）への対応

（３）交流 ⽣活 環境 －3港 個性 ⽣   魅⼒            創出－

①海の⽞関⼝としての観光振興への貢献
②交流拠点の形成による観光コンテンツの充実
③プレジャーボート収容対策の強化と地域活性化への取組
④憩いと安らぎの空間の確保
⑤海域環境の保全と海浜の創出
⑥港湾における再⽣可能エネルギー利⽤ 促進
⑦浚渫⼟砂処分への対応拡充

（１）物流 産業 －    物流   低減 駿河湾港 役割 強化－

①国際海上コンテナ輸送機能の強化・⾼度化
②バルク輸送機能の強化
③完成⾃動⾞ 輸出拠点    機能拡充
④内貿ユニットロード輸送機能の維持・拡充
⑤既存施設 ⽼朽化対策 物流機能再編
⑥臨港道路      機能 強化

駿河湾港の現状と課題
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【経済社会構造 ⻑期展望】
■新  成⻑国 台頭
■世界⼈⼝の急増
■資源 ｴﾈﾙｷﾞｰ ⾷料 争奪 激化
■国内⼈⼝の減少
■超⾼齢化社会の到来
■国際交流 進展

【駿河湾港のポテンシャル】
■⽇本 ⽀  産業 経済 交流  地域⼒ 
■「港」のポテンシャル

 多彩 豊富 貿易 交流基盤  更  開発可能空間
■「場」のポテンシャル

・国⼟の中⼼ ・第⼀国⼟軸上に位置 ・充実した⾼速交通網  新東名全線開通   東⻄軸 強化
 南北軸 整備 進展  太平洋航路 直結 ・⾃然豊かな駿河湾 ・我が国を代表する観光資源

【駿河湾港の課題】

【物流 産業】
トータル物流    低減 

駿河湾港の役割の強化

【防災 危機管理】
安全・安⼼な港まちづくりと
物流機能継続性 確保

【交流 ⽣活 環境】
3港 個性 ⽣   魅⼒  

ウォーターフロントの創出

※個別課題は前掲

【近年 情勢変化要因】
■世界同時不況
■東⽇本⼤震災 巨⼤地震発⽣ 切迫性
■超円⾼
■⽣産拠点の海外シフト
■経済連携協定（TPP他）
■     交流⼈⼝ 拡⼤

【駿河湾港の果たすべき役割】
<駿河湾港が果たすべき役割を考える上での視点>

◇県⺠ 雇⽤ 安全 安⼼ 暮   維持
◇県の枠を超えた新しい⼤きなネットワークにおける交通結節点

【物流 産業】
○本県の地域経済と産業（雇⽤）を⽀える
○本県 周辺都県       ⾷料 ⽣活物資 安定的 供給  
○⼤都市圏の負荷を軽減する

【防災 危機管理】
○県⺠ 暮   安全 安⼼ 守 （減災対策 促進）
○本県の産業活動を継続させる
○災害時における広域⽀援機能を果たす

【交流 ⽣活 環境】
○湾内定期船やクルーズなど多様な海上交通を⽀える
○快適な就業・⽣活環境を提供する
○駿河湾の豊かな⾃然環境を保全・継承する

駿河湾港の果たすべき役割と将来像／基本⽅針と取り組み施策
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－ 新しい時代にふさわしい⽇本の⽞関 －

Smart ・ Port SURUGAWAN
『 スマート・ポート 駿河湾 』

駿河湾港の将来像

駿河湾港の果たすべき役割  ３  “S”  駿河湾港の果たすべき役割  ３  “S”  

○本県の地域経済と産業（雇⽤）を
⽀える

○本県 周辺都県       ⾷料 
⽣活物資を安定供給する

○⼤都市圏の負荷を軽減する

○県⺠ 暮   安全 安⼼ 守 
（減災対策の促進）

○本県の産業活動を継続させる
○災害時における広域⽀援機能を果た

す

○湾内定期船やクルーズなど多様な海
上交通を⽀える

○快適な就業・⽣活環境を提供する
○駿河湾の豊かな⾃然環境を保全・継

承する

【防災 危機管理】
Safety 安全

【物流 産業】
Support ⽀援

【交流 ⽣活 環境】
Spark 活気

駿河湾港の果たすべき役割と将来像／基本⽅針と取り組み施策
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①⼤⽔深コンテナターミナルの整備促進
②多様なニーズに対応可能なコンテナターミナルの整備
③外内貿ROROターミナルの強化 ④バルク貨物船の⼤型化への対応促進
⑤備蓄機能の拡充

①背後幹線道路      強化
②産業集積拠点や広域貨物集配拠点とのネットワーク強化

①再編 集約   物流機能 最適化 ②遊休埠頭 利⽤転換 促進

①⾼度ロジスティクス機能の導⼊
②原材料 製品輸送需要 対応  物流機能 拡充
③循環資源貨物取扱機能の強化 ④遊休⽤地への産業導⼊の促進

①臨海部防災拠点 整備促進
②SOLAS対応等の保安対策の強化
③エネルギー関連施設の再点検と整備促進
④漂流物（流⽊      船舶等）対策 強化

①産業活動維持⽤の耐震強化岸壁等の確保
②駿河湾港内でのバックアップ体制 配慮  施設規模 配置 ⾒直 

①避難ルートの確保と避難施設の拡充
②船舶及 滞留者等 避難対策 強化
③津波・⾼潮防護ラインの性能の再点検と整備促進
④防波堤    強 構造  改良

①周辺地域との広域⽀援体制や代替機能の確保
②県内の広域的ながれき処分体制への⽀援

①外内航クルーズ船等受⼊体制の強化（専⽤ターミナルの確保）
②湾内海上ネットワークの構築と対応施設の確保
③交流 観光施設 拡充（観光      充実）
④港湾緑地、海浜の整備促進 ⑤港湾景観の改善促進

①プレジャーボート収容施設の確保
②海洋レジャー産業の導⼊空間の確保

①⽔質・底質改善の継続 ②海洋投棄に代わる⼟砂処分場の確保
③港湾    再⽣可能     利⽤ 促進

Ｋ．⾃然環境の保全

Ｊ．レクリエーション機能の強化

Ｉ．交流機能 強化

Ｈ．広域連携への対応

【物流 産業】 Support ⽀援
●本県の地域経済と産業（雇⽤）を

⽀える
●本県 周辺都県       ⾷料 

⽣活物資を安定供給する
●⼤都市圏の負荷を軽減する

【防災 危機管理】 Safety 安全
●県⺠ 暮   安全 安⼼ 守 

（減災対策の促進）
●本県の産業活動を継続させる
●災害時における広域⽀援機能を果たす

【交流 ⽣活 環境】 Spark 活気
●湾内定期船やクルーズなど多様な海上

交通を⽀える
●快適な就業・⽣活環境を提供する
●駿河湾の豊かな⾃然環境を保全・継

承する

Ｇ．物流機能継続性 確保

Ｆ．緊急対応⼒ 強化

Ｅ．避難・防護対策の拡充

Ｄ．内陸拠点  連携強化

Ｃ．港湾⽤地の有効活⽤

Ｂ．ターミナルの拡充

Ａ．埠頭利⽤ 再編 集約

基本⽅針と取り組み施策果たすべき役割（3S）

－ 新しい時代にふさわしい⽇本の⽞関 －
Smart ・ Port SURUGAWAN 『 スマート・ポート 駿河湾 』

駿河湾港の
将来像

駿河湾港の果たすべき役割と将来像／基本⽅針と取り組み施策

都市・漁村
機能と港湾
との融合

静岡県
みなと機能
継続計画
の策定と

駿河湾港の
防災機能の

向上

駿河湾港
取扱貨物の
将来需要
 ⾒通 
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駿河湾港の機能分担と連携のあり⽅／施策の展開イメージ

（１）物流 産業

区分
駿河湾港 地⽅港・漁港

御前崎港 清⽔港 ⽥⼦の浦港 ⼤井川港 焼津漁港

コンテナターミナル 補完港
(近海、東南ｱｼﾞｱ航路)

拠点港
(全航路)

バ
ル
ク
タ
␗
ミ
ナ
ル

穀物
パナマックス船対応

（満載⼊港）
ポスト・パナマックス対応
(名古屋⇒減載⼊港)

3 5万DWT船対応
(航⾏安全検討 取組)

エネル
ギー

⽯油類 中部供給基地 東部供給基地 ⻄部供給基地

LNG 全県供給基地

⽯炭 拠点港

紙・パルプ 需要地分担
中東部 東部

⽔産品 ⽔産品輸⼊基地
遠洋漁業基地

遠洋漁業基地
沿岸・沖合漁業基地

循環資源貨物 （⻄部基地）

⼀般循環資源貨物
共同輸送

（中部基地） （東部基地）

特殊循環資源貨物
（広域積出基地）

完成⾃動⾞ 拠点港

ROROターミナル 拠点港
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（２）防災 危機管理

駿河湾港の機能分担と連携のあり⽅／施策の展開イメージ

区 分
駿河湾港 地⽅港湾・漁港

御前崎港 清⽔港 ⽥⼦の浦港 焼津漁港 地⽅港湾
その他漁港

避難対策    避難誘導計画 早期策定 津波避難施設 設置 避難   確保 避難⺠海上輸送      構築

防護対策
海岸堤防等防護施設の嵩上げ・補強等、未整備区間での新設

第⼀線防波堤等 粘 強 構造  改良

臨海部防災拠点
・耐震強化岸壁
 緊急時利⽤ｽﾍﾟｰｽ
 緊急物資輸送道路

県内の緊急物資海上輸送ネットワーク

防災拠点港湾(⻄部)
防災港湾の中継基地
静岡空港との連携

防災拠点港湾(中部)
防災港湾の中継基地

防災拠点港湾(東部) 防災港湾 防災拠点港湾
（沼津、熱海、下⽥）
防災港湾

保安対策 SOLAS対応（外貿公共埠頭）

エネルギー
関連施設対策

LNG基地(都市ガス)
⽯油類、重油、LPG ⽯油類、重油 （⼤井川港）

⽯油類、重油、LPG

漂流物対策 津波・⾼潮バリアー等のハード整備、避難施設の構造強化

物
流
機
能
継
続

産業活動維持⽤
耐震強化岸壁
緊急物資⽤耐震強化
岸壁の活⽤

コンテナ・バルク・
RORO対応 コンテナ・バルク対応 バルク対応

⽔深12m以上を各港に配置
利⽤可能 岸壁 駿河湾港 全体需要 対応

駿河湾港内での
バックアップ

コンテナ埠頭増設
（耐震強化）

※御前崎港でコンテナ代替
[県外港  流出抑⽌]

広
域
連
携

⾸都圏⽀援 新興津コンテナ埠頭
（-15ｍ岸壁連続3B化）

がれき対策 県内の広域的受け⼊れ
（⼥岩 ⽔⾯貯⽊場） （興津埠頭間・⾙島）
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（３）交流 ⽣活 環境

駿河湾港の機能分担と連携のあり⽅／施策の展開イメージ

区分

駿河湾港 地⽅港

御前崎港 清⽔港 ⽥⼦の浦港
沼津港

由⽐漁港
焼津漁港

⻄伊⾖港湾

観

光

観光資源

なぶら館・なぶら市場
みなとかつお祭り

御前崎地区 交流空間 
(⽔産業 核   交流)

ｴｽﾊﾟﾙｽﾄﾞﾘｰﾑﾌﾟﾗｻﾞ
河岸の市、マグロ祭り

⽇ 出埠頭 交流空間 

⼤型貨物船の⼊出港
富⼠⼭の眺望

しらす祭り
漁港区 交流空間 

(⽔産業 核   交流)

沼津：⽔産祭り
由⽐：桜えびまつり
焼津：⽔産物直売店

市場⾒学

ネットワーク

駿河湾海上旅客船ネットワーク

新規フェリー・旅客船
（空港⇒⻄伊⾖）

フェリー（⼟肥）
ベイクルーズ（港内）
⽔上バス（港内）

新規フェリー
（清⽔、⼟肥）

ベイクルーズ
（沼津 ⼟肥等）

フェリー（清⽔）
ベイクルーズ

クルーズ船 駿河湾海上旅客船       接続（⻄伊⾖観光振興）

貨物埠頭利⽤ クルーズ船専⽤埠頭 貨物埠頭利⽤

海辺のﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ
[海洋スポーツ拠点]
⼈⼯海浜（県⺠）

    （県⺠ ﾎﾞｰﾄ）

[海洋レジャー拠点]

    （県⺠    ）

憩い マリンパーク御前崎
（県⺠）

清⽔マリンパーク
（県⺠ 観光客）

ふじのくに⽥⼦の浦
   公園（県⺠）

⾃然再⽣ 折⼾湾(海浜・⼲潟等)
新興津(興津海岸復元)

港⼝左岸
(富⼠海岸)

環境保全
県内の広域的受け⼊れ

底質・⽔質改善
富⼠海岸保全建設発⽣⼟受⼊(⼥岩) 建設発⽣⼟受⼊

(⾙島・興津埠頭間)

再⽣可能ｴﾈﾙｷﾞｰ 洋上⾵⼒ 波⼒発電等 太陽光発電

みなと教育・学習 港 歴史 貨物船 荷役⾒学 産業⾒学

<PBの湾内回遊性>
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6,191 6,332
7,081 9,131

11,121
10,619

9,729 9,315 9,323

1,440 1,511 1,518 1,616 2,029

357 389 479 606 606

5,858 5,225

5,116 5,116

0
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(千ﾄﾝ) 駿河湾港全体取扱貨物の将来需要（荷姿別）

RORO

公共バルク

フェリー

専⽤

コンテナ

5,524 5,153 5,823 6,378 6,925
7,940

7,601 8,028
9,386

10,734

3,017 3,083 2,736 2,850 3,086

7,985

7,528 7,444
7,169 7,451

24,465

23,365

24,032
25,784

28,196

24,210

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 短期 中期 長期

(千ﾄﾝ) 駿河湾港全体取扱貨物の将来需要（輸移出⼊別）

移出

輸⼊

移⼊

駿河湾港 合計

輸出

輸移出⼊別

荷姿別

【駿河湾港全体貨物】
H23年  年率0.6％

での増加⾒通 

【コンテナ貨物】
H23年  年率2.4％

  増加⾒通 

静岡県総合計画数値⽬標
（H29年：2,421万トン）

 駿河湾港取扱貨物量 将来需要⾒通   以下 ⽰ 将来 3時点を想定し、段階的に推定したものである。
【短期】：概 ５年後 ／ 【中期】：概 ５ １５年後 ／ 【⻑期】：概 １５ ３０年後
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１．駿河湾港の整備構想案
１．１ 整備構想の重点テーマ
（１）物流 産業 Support 《⽀援》 －    物流   低減 駿河湾港 役割 強化－

①国際海上    輸送機能 強化 ⾼度化

【コンテナ貨物の将来取扱⽬標】【コンテナ貨物の将来取扱⽬標】

 駿河湾港     取扱動向 国 ⾒通 等      予測 実施 
・H24年⾒込  約55万TEU      既存利⽤貨物 純増    
戦略的誘致貨物（以下2ケース）の取り込みを想定。

①背後圏誘致貨物：静岡県 ⼭梨県 ⻑野県貨物 誘致
②⾸都圏誘致貨物：埼⽟県、群⾺県、栃⽊県貨物の誘致

（※将来的 ⾼速道路開通後 輸送時間短縮圏域）

⇒将来コンテナ需要 短期[H28]： ６４ 万TEU
中期[H38]： ８６ 万TEU（＋22万TEU）
⻑期[H48]： １０６ 万TEU（＋20万TEU）

【取扱能⼒     検証】
○⻑期需要予測106万TEUに対する駿河湾港ターミナル必要数は6B
（     取扱能⼒：約112万TEU＞⻑期需要106万TEU）

○現⾏     計画 ⾒直    ⻑期需要 対応 
・⽔深12m岸壁1Bから⽔深15m1Bへ機能アップ［清⽔港］
・⽔深14m岸壁1Bを新たに確保［御前崎港］

駿河湾港              取扱能⼒（試算値）

バース⽔深 ⽔深15m ⽔深14m ⽔深12m 合計 備考

バース整備数 3B 2B 1B 6B

バースあたり取扱個数
（万TEU/B 年） 23 15 13 直轄設定値を踏まえ

設定
年間    取扱個数

（万TEU／年） 69 30 13 112

●清⽔港：(-15)×3B、(-12)×1B　※⾸都圏代替機能としての(-15)1B確保
●御前崎港：(-14)×2B　※駿河湾港内バックアップ機能としての（-14）1B確保（連続2B化）
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１．１ 整備構想の重点テーマ

（１）物流 産業 Support 《⽀援》

【ハード施策】 コンテナターミナルの整備【ハード施策】 コンテナターミナルの整備

◆施策⽬標 ⇒ 県内外企業の多様なニーズに対応し、低価格で⾼品質なサービスを提供する⾼規格な国際海上コンテナターミナルを⽬指す
◆整備⽅針 ⇒ 使いやすくスマートなコンテナターミナルづくり

◎ 「清⽔港」において、⼤⽔深バースを備えた連続4バースの⾼規格コンテナターミナルの整備を着実に展開
◎ 「御前崎港」において、コンテナターミナルの全⾯供⽤化（6レーン）へ向けた整備、さらに第2バース整備によるターミナル拡張を展開

（-14）280m
［耐震］

【STEP1】
ｺﾝﾃﾅﾔｰﾄﾞ6レーン

へ機能拡張

拡張ヤード

御前崎港⼥岩CTの整備イメージ

清⽔港新興津CTの整備イメージ

蔵置ヤード
・上屋機能

の移転

興津埠頭間
埋⽴造成

●計画の新興津3 4   ⽬      駿河湾港     戦略  
 将来需要 ⾸都圏災害時         観点   適切 岸壁規
格  変更 （-14）330m

［耐震］

【STEP2】
第2バース整備
ターミナル拡張

※計画実現      船舶航⾏安全対策調査検討 要  
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１．１ 整備構想の重点テーマ

【ソフト施策】     物流促進戦略 実践【ソフト施策】     物流促進戦略 実践

（１）物流 産業 Support 《⽀援》

対応⽅針 基本戦略 ⽬ 標
航路    
の維持・向上

１．欧⽶貨物を扱う荷主 物流         直⾏航路 継続  北⽶2.5便/週、欧州1便/週の維持

２．東    東南   航路 航路網 拡充  中国華中 華南航路 便数 増加（華南単独航路）
 県内企業 東南   戦略 適応  新規航路 開設

３．印パ輸送サービスの維持・拡充  印 航路（直⾏便） 開設

貨物集荷率
の向上

４．県内貨物 物流         解消  駿河湾港利⽤率 向上（H20時点62％)

５．県外他港 利⽤  県内貨物 利⽤転換 促進(ターゲット貨物の誘致)

６．インランドデポ機能の拡充・強化

７．広域集配機能・サービスの強化 ・他部局との連携による企業誘致

８．交通    向上   内陸県及 ⾸都圏貨物 誘致  ⼭梨 ⻑野県貨物 増加
・埼⽟・群⾺・栃⽊貨物の誘致

９．空港との連携の推進  緊急時切替輸送 可能性 是⾮ 判断 連携体制 構築

港湾サービス
の向上

10．荷主・船社等への効果的なインセンティブの実施  北⽶2.5便/週、欧州1便/週の維持
 中国華中 華南航路 便数 増加（華南単独航路）
 県内企業 東南   戦略 適応  新規航路 開設
・印 航路（直⾏便） 開設
・駿河湾港利⽤率 向上

11．⺠ 視点 取 ⼊  港湾経営 推進

12．駿河湾港のポートセールス活動の実践・強化

13．IT活⽤   物流促進策 検討 港PRの強化

新規の貨物
需要創出

14．輸出⼊貨物 創出  企業 ⽴地促進 ・他部局との連携による企業誘致

■経済発展を続けるアジア諸国をつなぐ⾼質な港湾サービスの提供
■⼤消費地をターゲットとしたアジア発輸⼊消費財の取り込み
■経済成⻑ 著     諸国    ⾼質 物流     構築

⽬標

①東    東南   航路 航路網 拡充
②広域物流機能（       物流配送    ） 拡充 強化
③交通    向上   内陸県 ⾸都圏貨物 誘致

◎重点プロジェクト： 輸⼊コンテナ貨物の誘致 【集荷】
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(千ﾄﾝ) 駿河湾港 輸⼊⽯炭取扱量 推移 将来需要

駿河湾港 清水港 田子の浦港 御前崎港

１．１ 整備構想の重点テーマ

②バルク輸送機能の強化

【バルク貨物の将来取扱⽬標】【バルク貨物の将来取扱⽬標】

（１）物流 産業 Support 《⽀援》

■駿河湾港 外内貿   貨物 将来⾒込 
 利⽤者             調査   将来⾒通   過去   
ンド等を踏まえ推計した駿河湾港の外内貿バルク貨物の将来需要は
以下のとおり。（※推計基準年 H22年）

 主 背後製造業 ⽣産 使⽤   原材料 燃料    貨物   
て  世界同時不況 よる⼀時的 減少  回復傾向       
今後⼤きく増加することは想定できず、外内貿貨物ともに、概ね現状
維持 ⾒込    

※背後企業 新  事業展開 伴  取扱量 増加 ⾒込   輸
⼊⽯炭      事業計画 踏   需要 ⾒直  実施 

1,857

1,660

1,598

1,557

1,628

1,711

1,608

1,640

698
582

894

646

240 240 240

0

200

400

600

800

1,000

1,200

1,400

1,600

1,800

2,000

H
13

H
14

H
15

H
16

H
17

H
18

H
19

H
20

H
21

H
22

H
23

H
24

短
期

中
期

長
期
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(千ﾄﾝ) 駿河湾港 輸⼊紙    取扱量 推移 将来需要
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(千ﾄﾝ) 駿河湾港 循環資源貨物(輸移出)取扱量 推移 将来需要

駿河湾港 清水港 田子の浦港 御前崎港

【輸⼊⽯炭の将来需要】
■既存貨物
バイオマス発電の助燃材として需要増加

■新規貨物
⽯炭⽕⼒発電所建設 伴 燃料   

の新たな需要
⇒合計 年間約50万   需要量 将

来短期    ⾒込    
（事務局推定）（出典）中部電⼒㈱Webサイト プレスリリース（2013年8⽉7⽇公表）
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１．１ 整備構想の重点テーマ

（１）物流 産業 Support 《⽀援》

【ハード施策】 バルクターミナルの整備、再編・集約【ハード施策】 バルクターミナルの整備、再編・集約

◆施策⽬標 ⇒    貨物 荷役 荷捌  保安体制 効率化 図  既存施設 
効率的 維持管理 ⽬指 

◆整備⽅針 ⇒ 分散 混在  公共   埠頭 利⽤ 再編  取扱場所が限定さ
れないバルク貨物を対象に取扱機能の集約を進める

◎清⽔港袖師埠頭において、袖師CT機能 移転後 袖師第⼀埠頭 低利⽤ 
袖師第⼆埠頭へ外内貿バルク貨物を集約

※循環資源貨物 集約       今後 需要 応  適切 ⼟地利⽤ ⾒直
    検討  （例： 頭⽤地  港湾関連⽤地 等 ⽤途転換）

■清⽔港袖師埠頭の外内貿バルク機能再編・集約計画 ■清⽔港富⼠⾒地区輸⼊穀物      増深計画

◆整備⽬標 ⇒ 安定・安価な輸⼊調達に寄与する穀物ターミナルの
⾼規格化を⽬指す

◆整備⽅針 ⇒ 現⾏      機能拡充 図 （名古屋港  連
携   効率輸送）

清⽔港富⼠⾒埠頭           型            
ス型輸⼊穀物船の受⼊可能な施設整備を展開
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１．１ 整備構想の重点テーマ

（１）物流 産業 Support 《⽀援》

【ハード施策】 バルクターミナルの整備、再編・集約【ハード施策】 バルクターミナルの整備、再編・集約

■⽥⼦の浦港富⼠地区輸⼊パルプ船対応ターミナル整備計画

◆整備⽬標 ⇒ 輸⼊   取扱 拠点化 ⽬指 （⾮効率輸送 解消 伴    低減）
◆整備⽅針 ⇒ 消費地 近 港湾     輸送船型 応  適切 規格       整備 図 

⽥⼦の浦港富⼠地区において、⼤型の輸⼊パルプ船に対応した新規バースの整備を展開

②⼤型輸⼊パルプ船対応バースの新規整備
・富⼠5・6号岸壁 増深改良
（⽔深7.5m 250m → ⽔深12m 250m）
・供⽤開始後50年以上経過  ⽼朽施設 更新

外内貿パルプ
取扱機能の移転

※計画実現      船舶航⾏安全対策調査検討 要  

①輸⼊⽯炭の需要増への対応
・中央2号岸壁で⼤型輸⼊⽯炭船に対応
        ⽯炭      利⽤転換（荷捌地 確保）

製紙     ⽯炭需要    利⽤ 要請 踏   
⽯炭    利⽤転換 ⾒込   

第２      （⺠間）

第１チップヤード

③輸⼊穀物船対応ターミナルの整備
・中央1号岸壁で⼤型輸⼊穀物船に対応
・富⼠5・6号岸壁の整備により中央泊地(-12m)エリアが拡張

×

港⼝埋没 対応  航路変針
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１．１ 整備構想の重点テーマ

（１）物流 産業 Support 《⽀援》

【ハード施策】 バルクターミナルの整備、再編・集約【ハード施策】 バルクターミナルの整備、再編・集約

■御前崎港⼥岩 御前崎地区外内貿   取扱機能 再編 集約計画

砂利 砂 ⽯材

化学肥料

外内貿バルク
取扱機能の集約

⾦属くず

外内貿バルク
貨物の移転

既設防護ライン

公共埠頭
(既定計画)

・循環資源貨物取扱に特化
・輸送船型の⼤型化に対応

◆施策⽬標 ⇒    貨物 荷役 荷捌  保安体制 効率化 図  既存施設 効率的 維持管理 ⽬指 
◆整備⽅針 ⇒ 分散 混在  公共   埠頭 利⽤ 再編  取扱場所が限定されないバルク貨物を対象に取扱機能の集約を進める

 御前崎港⼥岩及 御前崎地区     ⻄埠頭5 9号岸壁や御前崎地区中央公共埠頭（既定計画）へ外内貿バルク貨物を集約
・既定計画の中央公共埠頭で  ⻄ 頭  輸⼊鋼材 ⾮⾦属鉱物 東 頭 砂利 砂等 外内貿   貨物 扱 
 利⽤ 低下  ⻄埠頭6・7号岸壁（-5.5m）では、新たな循環資源貨物の需要に対応
 ⻄埠頭5号岸壁（-7.5m）   ⾦属   輸送船型 ⼤型化要請 対応

鉄鋼 ⾮⾦属鉱物他
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１．１ 整備構想の重点テーマ

（１）物流 産業 Support 《⽀援》

対応⽅針 基本戦略 ⽬ 標
港湾物流   削減
につながる機能向上

１．取扱機能の向上や港間連携を通じた輸⼊穀物の輸送コスト削減の実現 ・新規輸⼊穀物の誘致

２．遊休ヤードを活⽤した新規貨物の誘致 ・新規貨物の誘致

３．エネルギー需要に対応した安定供給輸送ネットワークの構築 ・エネルギー源貨物の誘致

４．低コスト海上輸送による広域循環資源輸送ネットワークの構築 ・広域循環資源貨物の誘致

■⼤型輸送船への対応による輸送コスト削減効果を広域へ発揮⽬標

①取扱機能の向上や港間連携を通じた輸⼊穀物の輸送コスト削減
・誘致圏域内の需要調査
・ターゲット企業(貨物）選定
・誘致計画の策定と誘致活動の実施

②遊休ヤードを活⽤した新規貨物の誘致
・ヤード活⽤案の検討
・ターゲット企業(貨物）選定
・誘致計画の策定と誘致活動の実施

③低コスト海上輸送による広域循環資源輸送ネットワークの構築
 循環資源 廃棄物貨物 広域流動実態 把握
・海運転換ニーズと条件の把握
・誘致計画の策定と誘致活動の実施

◎重点プロジェクト： 新規バルク貨物の誘致 【集荷】

【ソフト施策】 バルク物流促進戦略 実践【ソフト施策】 バルク物流促進戦略 実践

   貨物 利⽤促進基本戦略 ⼀覧

※「駿河湾港 物流促進戦略（平成25年3⽉）静岡県交通基盤部」による

清⽔港袖師第⼆埠頭 遊休ヤード位置

⽥⼦の浦港中央埠頭背後 遊休   利⽤転換

⺠有地

約1.4ha

約3.9ha

約6.4ha

袖
師

16
号

(-
10

 
12

)
33

0m

⽯炭ヤードへ
 利⽤転換
 ⾒込   
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１．１ 整備構想の重点テーマ

③内貿RORO輸送機能の維持・拡充

【内貿RORO貨物の将来取扱⽬標】【内貿RORO貨物の将来取扱⽬標】

（１）物流 産業 Support 《⽀援》

■駿河湾港の内貿RORO貨物 将来⾒込 
【短・中期需要】 ＜既存航路利⽤＞
 九州向  ⾃動⾞関連貨物 好調    既存貨物 今後とも安定した需要 ⾒
込める。（船社ヒアリングによる）

・低炭素社会構築に向けた環境に配慮した国内物流体系  転換の動きを背景に、
⻑距離陸上輸送   利⽤転換貨物 戦略的 取 込  

【中 ⻑期需要】
・北部九州港湾 国際RORO航路 活⽤  中国 韓国向けアジア貨物の取り込み
＜既存航路利⽤＞

 北海道発→駿河湾港背後エリア（静岡 ⼭梨、⻑野）消費貨物の誘致
＜新規航路利⽤（週1便成⽴需要）＞

韓国・中国との国際RORO航路
 就航  北部九州港湾  接続
[苅⽥港 近接 良好     ]

北部九州港湾の国際RORO航路        

北海道発着 内貿ユニットロード貨物 利⽤潜在需要（年間試算値）

北海道発貨物 北海道着貨物 発着計
静岡県 2,380 2,748 5,128
⼭梨県 117 627 744
⻑野県 44 28 71
3県計 2,541 3,402 5,943
静岡県 5,936 6,510 12,447
⼭梨県 266 1,480 1,746
⻑野県 2,743 1,992 4,735
3県計 8,946 9,983 18,928
静岡県 8,317 9,258 17,575
⼭梨県 383 2,107 2,490
⻑野県 2,787 2,020 4,807
3県計 11,487 13,385 24,871

※平成24年度 内外貿ﾕﾆｯﾄﾛｰﾄﾞ貨物流動調査（国交省港湾局）   ⽉間輸送  数 基  推定

区分 誘致圏
内貿UL貨物輸送⾞両 潜在需要台数

（単位：台/年間）

RORO船

フェリー

合計
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１．１ 整備構想の重点テーマ

（１）物流 産業 Support 《⽀援》

◆施策⽬標 ⇒ 内貿ＲＯＲＯターミナルの拠点化を⽬指す（国内物流 円滑化 効率化 促進／多頻度定時輸送需要     提供）
◆整備⽅針 ⇒ 現⾏機能 維持 拡充 図 

◎ 「御前崎港」において、ROROターミナル拠点化に向けた整備を展開
 御前崎港 既存航路  東京 苅⽥間 定時       中 途中寄港    状況 
・駿河湾内の清⽔港や⽥⼦の浦港では、⽚道3時間程度    発⽣  寄港       ⾯ 成⽴不可 （⽥⼦ 浦港 ⽤地⾯ 対応不可）

国内外ROROターミナルの拠点化

既存航路 継続 将来的 新規需要 扱    RORO船型に対応した岸壁2バース
 確保       効率的 荷役 保管 可能       背後に整備する。
○利⽤岸壁規模 ：（－12）225ｍ ×1バース 【⻄埠頭2号岸壁】

（－ 9） 260ｍ ×1バース 【⻄埠頭３ 4号岸壁増深】
○ターミナル規模 ： 約4ha （積出⽤    ＋    滞留    ）
○管理施設

●現⾏RORO船および船型の⼤型化への対応
↓

 現⾏船 むさし丸」 ： 必要延⻑213m、必要⽔深7.7ｍ
・将来⼤型化（国内最⼤級）： 必要延⻑240ｍ、必要⽔深8.0m

※「みやこ丸」のリプレースによる⼤型化を想定

既設防護ライン

●完成⾃動⾞ 現状 利⽤ 継続

【ハード施策】 内貿ROROターミナルの整備、再編・集約【ハード施策】 内貿ROROターミナルの整備、再編・集約

※計画実現      船舶航⾏安全対策調査検討 要  
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１．１ 整備構想の重点テーマ

（１）物流 産業 Support 《⽀援》

【ソフト施策】 RORO物流促進戦略 実践【ソフト施策】 RORO物流促進戦略 実践

対応⽅針 基本戦略 ⽬ 標
低炭素社会構築への
貢献

１．⻑距離陸上輸送  海運  利⽤転換    発掘  ⻑距離陸上輸送   転換

２．北部九州港湾 国際ROROとの連結による新たなニーズの発掘 ・輸送サービスの実現可能性の是⾮の判断

RORO貨物 利⽤促進基本戦略 ⼀覧

※「駿河湾港 物流促進戦略（平成25年3⽉）静岡県交通基盤部」による

■環境負荷の低減による低炭素社会の構築
■貨物輸送 効率化 輸送   削減   産業活性化  貢献
■国際複合⼀貫輸送サービスとしての新たなニーズの発掘

⽬標

①⻑距離陸上輸送  海運  利⽤転換    発掘
・RORO輸送 陸送 対  競争⼒ 検証
・背後潜在需要の把握
・誘致計画の策定
・誘致活動の実施

②北部九州港湾 国際ROROとの連結による新たなニーズの発掘
 想定輸送    競争⼒ 検証
・背後潜在需要の把握
・複合⼀貫輸送サービスの可能性の検討

◎重点プロジェクト： RORO     利⽤促進

九州（苅⽥）内貿RORO航路 活⽤         事例

御前崎港  利⽤転換 実現
（資料）商船三井フェリー(株)Webサイトより抜粋

御前崎港 利⽤    追浜港利⽤ ⽐  
リードタイムが約８時間短縮可能！！

御前崎港 利⽤    追浜港利⽤ ⽐  
リードタイムが約８時間短縮可能！！
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１．１ 整備構想の重点テーマ

④背後幹線道路      強化

【清⽔港背後 幹線道路      強化 取 組 】【清⽔港背後 幹線道路      強化 取 組 】

（１）物流 産業 Support 《⽀援》

清水港

清水いはらIC

新清水JCT

清水JCT

清水区市街

至 東京

至

名
古
屋

至

浜
松

至 名古屋 至 御前崎

至 沼津

至

浜
松

至

東
京

印：立体交差化される信号交差点

清水立体

清水立体

出典：静岡国道事務所HP

東名
清水ＩＣ

清水港
興津埠頭９分の短縮

現況１２分

清水立体ができると３分

■６箇所の平面交差を立体交差化

清水富士宮線BP
・中部横断自動車道に
合わせ整備中
（H29供用予定）

清水インター線の立体交差部
・4車線→2車線（ボトルネック）

⇒ボトルネックの解消が課題

東名清水IC

清水富士宮線BP
（松花～下川原地区)

H25.8供用開始
供用延長662m

24


